
 

 

［成果情報名］大豆の短茎化に寄与する短節間遺伝子 

［要約］大豆遺伝資源「Y2」の短節間遺伝子qSI13-1は、節数、開花期、成熟期に影響を与えずに節間

長を短くする効果を持つ。この遺伝子は、主茎長を短くして耐倒伏性を向上させた品種育成に寄与で

きる。 
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［背景・ねらい］ 

大豆の倒伏は最大の収量低下要因の一つであり、耐倒伏性付与は重要な育種目標の1つとなって

いる。一方主茎長は、倒伏と相関があり、一般的に早播などで主茎長が伸びる場合は倒伏が激化する

傾向にある。大豆の耐倒伏性を向上させるには、短茎の早生系統の育成が有効であるが、収量構成要

素である節数を減少させるため、減収してしまう。そこで、本研究では節間長を短くする遺伝子を探

索し、節数を減らすことなく短茎化できる遺伝子の探索とその効果の検証を行う。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「フクユタカ」と比較して節数が多いにも関わらず主茎長が短く、平均節間長が短い大豆遺伝資

源「Y2」（農研機構ジーンバンク保存番号：JP 29531）である（表1）。 

２．「フクユタカ」と遺伝資源「Y2」の交配後代を用いた遺伝解析により、節間長を制御する量的形

質遺伝子座、qSI13-1（quantitative trait locus for short inter-node on chromosome 13）

が第13番染色体上に座乗する。 

３．DNAマーカーを用いた連続戻し交配により、qSI13-1を「フクユタカ」に導入した準同質遺伝子

系統（BC5）は、主茎節数、開花期、成熟期、収量、子実品質は「フクユタカ」と同等でありな

がら、主茎長が10㎝弱短い（表2、図1）。 

４．「Y2」を交配親として開発した「九系515」、「九系517」、「九系518」は、密植栽培条件で

「フクユタカ」と同熟期でありながら15cm短茎であり、耐倒伏性に優れる（表3）。また、

「九系515」、「九系517」、「九系518」の節数、最下着莢節位高は「フクユタカ」と同程度

であり、収量性は同等以上である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．qSI13-1を用いることで収量性等の重要形質に影響を与えずに短茎化し、耐倒伏性を向上させた

品種育成に寄与できる。 

２．耐倒伏性には主茎長以外の要因もあるため、他の耐倒伏性遺伝子と組み合わせることで、より高

い効果が期待できる。 

３．短茎化しても条件によって倒伏することもあり、また短茎化により被覆度が不足し、雑草発生が

生じることもあるので、密植栽培など適切な栽培法と組み合わせて活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

 

表 1 短節間形質を有する大豆遺伝資源「Y2」の特性 

 
 

 
図 1 「フクユタカ」（左 2個体）に「Y2」由来の qSI13-1 を 

導入した準同質遺伝子系統（右 2個体）の草姿 

 

  

品種 開花迄
日数

フクユタカ 50.1 ± 3.3 13.7 ± 1.1 3.7 ± 0.3 40

Y2 38.8 ± 2.0 17.0 ± 0.9 2.3 ± 0.2 48

主茎長
(cm)

節数 平均節間長
 (cm)

2011年7月14日播種、畝間70㎝、株間14㎝、1本立。計測値は平均±標準偏
差。主茎長、節数、平均節間長について、有意差が検出された。



 

 

 

表 2 「フクユタカ」に「Y2」由来の qSI13-1 を導入した準同質遺伝子系統 

 
 

表 3 短節間形質を有する九系番号系統の密植栽培試験結果 
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主茎長
（cm）

節数
（cm）

平均
節間長
（cm）

収量
(kg/a)

開花期
(月.日)

成熟期
(月.日)

粗蛋白質
含有率
（％）

百粒重
(g)

フクユタカ 58.4a 14.6a 4.0a 30.2a 8.21 10.31 45.9 30.4

準同質遺伝子系統-1 50.2b 14.4a 3.5b 27.1a 8.21 10.31 45.1 30.1

準同質遺伝子系統-2 51.4b 15.0a 3.4b 30.3a 8.21 10.31 45.2 30.0

・2017年7月14日播種、畦間70㎝、株間14㎝、1本立て。

・異なるアルファベット間において5％水準で有意差が検出された。

・その他の形質については、統計処理に十分なサンプル数を得ることができなかった。

系統名 開花期 成熟期 倒伏 子実重 フクユタカ比 主茎長 最下着莢 節数

(月.日) (月.日) (kg/a) 収量 (cm) 節位高(cm)

フクユタカ 8.21 11.5 中 24.7 100 74.6 16.1 15.4

九系515 8.23 11.5 少 29.7 120 57.3 15.5 15.8

九系517 8.22 11.5 少 26.8 109 57.7 17.1 15.9

九系518 8.22 11.5 少 27.8 113 57.1 17.8 15.9

・2017年7月14日播種。畝間70㎝、株間7㎝、1本立。九系番号系統は（「むらゆたか」
/（「むらゆたか」/（「むらゆたか」/（「むらゆたか」/「Y2」））））に由来す

・倒伏は無、微、少、中、多、甚の６段階で評価を行った。


